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○ まちづくり協議会の１年を振り返って 

今年は、いつになく早い桜花爛漫の時期を迎えましたが、会員の皆様方には益々ご健勝のこと

とお慶び申し上げます。当協議会も設立後、１年が経過しましたが、この間運営委員会・役員会

等を中心に、これまで先輩の方々が築いてこられた核となる事業・行事（地区民体育祭・文化祭・

育成会活動など）を中心に運営させていただきました。 

  また地元豊地に豊富に有る色々な資源を掘り起こし、有効に活用するため「豊地の風土体感事

業」＜泥んこ遊び・荒廃竹林の再生と伐採竹の有効活用・ホタルの里復活作戦など＞ 豊地全体

の事業として進める事ができました。  ただ、事業推進の年間スケジュールがもう少し早期に

策定されれば、より多くの会員の方々が参加できるのではとの反省や課題もあり、今後の運営に

生かしていきたいと思います。               会長 松田正次 

 

○ 各専門部会からの報告  

各隊の名称が覚え難いとのご指摘がありました。そこで、各隊の略称を次のように名付けまし

た。今後広報等では、これを使用していきます。 

 

＊もりあげ隊 （豊地もりあげ隊）  

 地域の元気応援事業の獲得以外特にもりあげ隊らしいことがありませんでした。次年度は

「地域計画の策定」を目指しています。 

                         （防災訓練） 

＊安心隊   （豊かな安心を考え隊）  

 防災訓練のほかに「見守りたい」を立ち上げまし

た。地味な取り組みですが継続していきたいもの

です。 

 

 

＊文教隊   （豊かな文化・教育をはぐくみ隊） 

  恒例の文化祭ほかでは、獲得事業「豊地の風土体

感事業」を進めてまいりましたが、子どもたちの

学ぶ事業など取り組みがまだまだのところを反

省していす。 

（どろんこあそび）              （ホタルの幼虫を放流） 
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＊心身隊  （豊かな心身をつくり隊） 

「白米城に登ろう」では多くの方の参加をいただき有難うございました。 

これが定例の事業として発展していければと願っています。 

       

○ 竹細工を楽しもう １月２０日（日）実施 

 荒廃竹林の再生で搬出された竹材を利用して竹

細工つくりを行いました。六角凧・竹笛・竹馬・

竹杖つくりなど、親子で楽しいひと時をすごしま

してくれまた。自治会長有志が昔の経験を活かし

て製作をサポートする姿が好評でした。 

 

 

 

 

 

○ 白米城にのぼろう ３月１０日実施 

  薬王寺の有志の方で今年度整備していただい

た薬王寺登山口から登りました。幼児から７０

歳代の方までから幅広い年齢層が参加できまし

た。子どもたちは手作りの紙兜をかぶり、大人

には自治会長会・薬王寺地区の方が製作の竹杖

が配布されました。頂上からの眺めは、残念な

がら黄色くかすみ強風で満点とは言えませんで

した。ビンゴゲームでは、小学生がしっかりと

お手伝いをしてくれました。是非、来年もみん

なで登りましょう。（参加者より） 

 

○ 平成２５年度豊地まちづくり協議会総会 

５月１２日（日）午前１０時 予定 豊地公民館 

    ２４年度決算報告と２５年度事業計画など 

 

事務局より                               おおきんバス 

○ おおきんバス利用促進事業 

  公民館で回数券を半額の５００円で販売しています。まだ余裕があります各地区の自治会長さ

んに現金を添えて申し込むか、豊地公民館でも取り扱っています。（お一人２冊まで） 

 

○ ふるさと応援寄付金の推薦者募集  

  皆様のご協力により、３月末現在で５９．２万円の寄付金をいただいております。次年度のた

めにも更なるご推薦をお願いしているところです。 

＊平成２４年度ふるさと納税をご協力いただいた方 

 宮村 智 様  １０万円   伊藤 直司 様  ２．２万円 

  その他    ２５万円 １口  １０万円 １口 

        ５万円 １口   ３万円 ２口  １万円 １口 

 

次年度のご寄附もお願いしていますが、定期的に毎年１００万円の寄附が見込めるよう会員の

皆様のご紹介で対象者を広げていきましょう。 


